
Webマップを使って防災に備える！

　災害情報の収集はスマートフォン、テレビ、
防災行政無線などからできます。自分に合っ

た情報収集の方法を見つけ、災害時にすぐに
情報が見られるようにしておきましょう。

自分に合った情報収集の方法を決める

具体的な取り組み①

災害が起きる前に用意しておこう!

・インターネット上で、糸島市や福岡県の詳細な情報が
閲覧可能
・福岡県防災ホームページの「福岡県総合防災情報」か
ら河川の状況を画像で見ることが可能
・スマートフォンやパソコンを持っていないと利用できない

防災行政無線
市が整備する、住民への防災情報伝
達を行う無線通信システム。市ホーム
ページから放送した内容を閲覧する
ことも可能。

防災メール・まもるくん（福岡県）
緊急情報、気象警報といった防災情報
が携帯電話やパソコンのメールで受信
できる。

dボタン
テレビのリモコンの「dボタン」
を押すだけで、気象情報や河川
水位、避難情報を簡単に確認で
きるサービス。

ホームページ（糸島市・福岡県）
糸島市、福岡県が運営する。

糸島防災ポータル
防災ハンドブック、災害ハザードマッ
プなどの防災情報をまとめたスマー
トフォン用防災情報サイト。

防災アプリ
さまざまな防災情報を確
認できる、民間事業者な
どが提供しているスマー
トフォンアプリ。

特 徴

・登録制ではないので、誰でも聞くことができる
・地域や住宅の構造や雨の強さなどによっては聞こえづ
らい
・放送のため、多くの情報を得ることができない

特 徴

特 徴

・テレビで見られるため、簡単に情報が入手できる
・設定の必要がなく、簡単な操作で閲覧可能
・テレビがないと見ることができない

特 徴

・災害時に使用したいホームページが簡単に見つかる
・事前登録などしなくても閲覧可能
・スマートフォンを持っていないと利用できない

特 徴

・より多くの情報が即座に入手できる
・自分に必要な情報を必要な時に見ることができる
・スマートフォンを持っていないと利用できない

・文字で確認できるため、正確な情報入手が可能
・放送と比較し、より詳細な情報入手が可能
・文字として残るため、後で確認することができる
・遠方に住む家族にも登録してもらうことが可能
・事前にメールアドレスを登録する必要がある

糸島市ホームページ 福岡県防災ホームページ

特 徴

登録は右記QRコードから

【事業】地区防災計画作成事業

【目的】行政区単位で地区防災計画を作成し、災害時の避難行動を理

解する。

【進捗状況・現状】現在、年間おおむね3行政区で、地区防災計画の基

となる災害リスクコミュニケーションを行っています。地域防災マップ

は24行政区で作成済みです。（令和4年6月現在）

市では、第2次長期総合計画において「防災・減災対策」を重点課題に設定
し、その課題解決のため「市民一人ひとりの防災力が高いまち“いとしま”
プロジェクト」に取り組んでいます。

防災力が高いまちづくりを推進します

具体的な取り組み②
【事業】防災マイスター育成事業

【目的】地域で主導的に防災に取り組み、避難行動や訓練などで活躍

する中心的な人材を育成し、地域の防災力を高める。

【進捗状況・現状】年間30人の防災士取得を目指しています。

実績　令和2年度　27人

　　　令和3年度　23人

　行政区単位で地区防災計画を作成し、行政区内の危険箇所お

よび避難場所を行政区で把握、検討することで、災害時の有効な

避難行動につなげます。

　地区防災計画作成に際し、その手法の一つとして、九州大学と

協働で実施する災害リスクコミュニケーションを活用し、地域防

災マップとタイムラインを作成することで、地区防災計画を完成

させます。

事業内容

　糸島市防災マイスターは、行政区などで地域防災力向上を目的

に活躍する人材です。

　防災マイスターの候補者を増やすため、「福岡県防災士養成研

修・試験」を活用し、地域の人材発掘、育成を行います。具体的に

は、校区や行政区を通じ、地域での防災活動に参加する意思があ

る市民に防災士資格を取得してもらい、取得後、組織的な活動を

行い、行政区内での活躍や防災マイスターへの発展を目指し、地

域の防災訓練の企画運営もしてもらうものです。

事業内容 防災士の資格を持つ会員で構
成され、行政区などで防災訓
練、防災講座を開催していま
す。“てまがえ”とは、家族では
対応できないような一時的に
大きな労力が必要な作業(田
植えなど)を、地域で助け合い
ながら行うことです。てまがえ
隊は地域の人々と助け合いな
がら、防災活動を支援してい
ます。

糸島防災士会てまがえ隊

行政、専門家、企業、市民など
が連携して、その地域の災害に
関するリスク情報を共有し、災
害への備えと災害発生時の対
応などについて、あらかじめ合
意形成をしておくこと。

災害リスクコミュニケーション

糸島市危機管理課　☎（332）2110特集に関する問い合わせ
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